
コンパクトデジタルカメラのハウジングを買ってはみたものの、
ウミウシや魚の群れ、サンゴ礁など、撮りたいものがイマイチ上手に写らないと嘆く、
水中写真ビギナーのアナタにぜひ使ってもらいたいのが「アーム」。
このパーツがあれば、光を自在に操り、よりキレイな写真が撮れてしまうのです。
では、どのような組み合わせでアームを選べばいいのか、わかりやすくご紹介しましょう。

軽くて頑丈なアルミ素材のアームには、両端に丸い
玉「アームボール」が付いています。アーム本体
が腕だとすれば、この丸い玉は関節。関節どうしを
クランプというパーツでつなぎ、その先端の手のひ
らに当たる部分に被写体を照らすストロボかライト

小さな生物、泳ぐ魚、ソフトコーラルの群生など、水
中で目にするものは青色に染まって見えます。水中へ
深く潜っていくにつれ、水中に射しこむ太陽光のうち、
赤やオレンジ、黄色など波長の長い色は消え、波長の
短い青だけが残るためです。そのためビビッドな色、繊
細に組み合わされる色といった、生物が本来持つ魅
力的な色を写真や動画に写し出すためには、ストロボ
やライトの人工光を当ててあげる必要があるのです。
ほとんどのコンパクトデジタルカメラには、小さなフラッ
シュが内蔵されています。陸上では十分効果を発揮
する内蔵フラッシュですが、水中で活躍するシーンは、
かなり限定されます。
水中では光が減衰するため、到達する範囲が激減しま
す。また、内蔵フラッシュはレンズのすぐ横で発光する
ため、レンズ前の浮遊物に光が反射し、画像にいくつ
もの白い点が写り込みます。クローズアップレンズやワ
イドコンバージョンレンズなどを装着すると、内蔵フラッ
シュがレンズに遮られることもあります。最近のコンパク
トデジタルカメラで流行の「高感度モード」のなかに
は、自然光を重視するばかりに、水中の青い光が効
いた「青かぶり」した画像になるものもあります。
水中で撮影した写真を見て、もっとキレイに撮りたいと
思ったなら、外付けのストロボやライトを試してみてくだ
さい。効果は絶大です。

Q1

Q2

アームって何ですか？

では、なぜ外付けのストロボやライトが必要なの？

●内蔵フラッシュだと・・・

被写体の色を忠実に写し出し、キレイな写真を撮るためです。

水中写真ビギナーのための
INONアーム選び、かんたんガイド

をセットします。つまりアームとは人間の腕
と同じように、上下左右、自在に動きなが
ら、いろいろな角度からストロボやライトの
光を撮りたいものに当てられるパーツなの
です。

ストロボやライトを付けて被写体に光を当てるパーツです。

ハウジングにアーム
を接続してストロボを
付けたセッティング例

【光が全体に届いていない】

【全体を明るく照らしている】

フラッシュ光が全体に届かず、さらに浮遊物が白く写り
込んでいる

ストロボ光が全体を均一に照らし、浮遊物を目立たなく
することもできる

【青かぶりしている】

【被写体本来の色が出る】

海中の青い自然光の影響が強くなると、被写体も背
景も青かぶりする

ストロボの強力な光によって、被写体が身にまとってい
る色を再現できる

●外付けストロボを使うと・・・



先にも述べたように、アームはいわば腕と同じ。カメラ
をホールドする両手、両腕の代わりにストロボやライト
をホールドし、いろいろな角度から被写体に光を当てる
ことができるパーツです。光を当てる角度を変えること
によって、被写体の影の出方をさまざまに変えられ、写
真を好みの雰囲気に調節できます。ライトスタンドで机の
上にある物を真上、真横、斜め横からそれぞれ照らして
みると、影の出る位置の違いが理解できると思います。

ポートレートを撮る時、朝、昼、夕方と太陽の高さによっ
て、また順光か逆光かなど太陽の向きによって、目の下、
鼻の横、頬などにできる影の出方が違ってきます。同じ
ように、ストロボを太陽に見立てて光を当てる位置を変え
ることで、被写体上にできる影の量や濃さが変わり、質
感や立体感、雰囲気が変わります。右の写真はほんの
一例で、魚が左を向いているか右を向いているか、横向
きか正面を向いているか、近いか遠いかなど、条件によ
り写り方は様々です。自由自在に動くアームがあれば、
被写体の状態に合った位置にストロボを固定して撮影
ができるのです。

ストロボ１灯のみで光を被写体に当てると、真上、真横、
斜め、いずれのアングルからの照射でも被写体の周りに
影が出ます。その影が、魚の美しさや可愛さを台無しに
しているからと言っても、海の生き物は、撮影者の思い
通りの方向を向いてくれません。被写体の向きや周囲の
状況に合わせて、ストロボの位置を調節する必要があり
ます。それでも影が気になるようでしたら、左右から２灯
のストロボを被写体に当てると影を柔らかくすることがで
きます。この2灯のストロボの光量や位置をそれぞれ変え
ることで、立体感や奥行き感、そして写真全体の雰囲
気を自在に操ることができるのです。

春から夏に海藻が溶け出す海、プランクトンが豊富な
海、海底の砂泥が舞いやすい海など、クリアな海をダイ
ビングする機会は意外と少ないもの。海の中にはたいて
い、たくさんの浮遊物が漂っています。カメラのすぐそば
からストロボの強い光を当てると、浮遊物に反射して写
真に白い点がたくさん写りこんでしまい、とても目障りで
す。そんな困り者も、長いアームを用いてカメラからスト
ロボを離し、さらにカメラより少し後ろに下げることで、写
りこみがあまり目立たなくなります。

Q3 アームって役に立つの？

水中に浮遊物が多く濁っている状況では、長いアーム
でストロボをカメラからできるだけ離して光を当てると、
浮遊物の写りこみを抑えられます。また、カメラの両側
からアームを伸ばし、2灯のストロボを発光すれば、広
範囲に光を当てたり、左右のバランスを変えた光を当
てたりすることも可能です。
このように、アームは光を操りながら写真を楽しむ上で
必須のパーツです。

はい、自由自在なライティングに欠かせません。

●被写体の雰囲気を調節できます。

●被写体の影を柔らかくできます。

●水をクリアに撮れます。
【短いアーム】

【右からストロボ1灯】

【長いアーム】

浮遊物が写りこみやすい

魚の後ろに強い影が出ている

ウロコやヒレの
後ろに淡い影が
できて、魚の質
感が出ている

凹凸感は無い
が、魚の全体
に均一に光が
当たっている

ストロボの反対
側に濃い影がで
き、魚の凹凸が
強調されている

浮遊物を目立たなくできる

魚のまわりの影が柔らかくなる

【左右からストロボ2灯】

【斜め上から当てると・・・】

【正面上から当てると・・・】

【横から当てると・・・】



コンパクトデジタルカメラ用ハウジングにストロボやライ
トを取り付けるには、まずベースというパーツが必要に
なります。その基本となるのが「グリップベースD4」。
これはベースとグリップ機能を兼ね備えたパーツで、グ
リップ部の上端にアームやアダプターなどを接続する
ことで、ストロボやライトを固定することができます。

コンパクトな短いアームから、長いアームまで、豊富に
揃うイノンアーム。あまり動かない小さな生物から単体
の泳ぐ魚、超ワイドの風景まで撮りたい被写体の種類
や大きさ、透明度などの海況、クローズアップレンズ
やワイドコンバージョンレンズの使用など、撮影条件に
合ったアームを選べます。

「グリップベースD4」にアームを取り付け、そのアー
ムにストロボやライトを取り付けるためのパーツが各種
あります。中にはストロボやライトを、アーム無しで直
接「グリップベースD4」やハウジングのアクセサリー
シューにセット可能なパーツもあります。それらの中か
ら、よく使用される基本的なパーツを紹介しましょう。

ストロボ１灯の基本セットはまずこのパーツをハウジング
に取り付けることからスタート。撮りたいものに応じて
アームやアダプター類を組み合わせ、ストロボやライトを
固定します。

グリップベースD4にこのDホルダーを増設することで、ス
トロボやライトを左右に取り付けられます。

Q4 アームにはどんなパーツがあるのですか？

まずはベースが必要です。

短いアームと長いアームがあります。

ベースとアーム、アームとストロボ／ライトを接続するためのパーツがあります。

必須の「グリップベースD4」

Dホルダー

必要に応じて・・・「Dホルダー」

グリップベースD4

スティックアームXS-Tボディ

スティックアームSS-Tボディ

スティックアームS-Tボディ

スティックアームM-Tボディ

スティックアームLボディ
有効長さ75㎜のXS-Tボディ
から、320㎜のLボディまで、
豊富に揃うイノンアーム

シューベースⅡ

クランプⅢ
「アームボディ」や「Ｚアダプター MV」、「ダ
イレクトベースⅢ」など、アームボール（丸い
球）が付いているパーツどうしをつなげる。
少ない力で締めるだけで、しっかりと固定さ
れ、少し緩めれば、スムーズにアームの角度
を調節できる。

Zジョイント
イノンストロボに取り付けることで、「グリッ
プベースD4」や「シューベースⅡ」の上端
にストロボを直接接続する最もコンパクトな
セットができる。

ダイレクトベースⅢ
「グリップベースD4」や「Dホルダー」の上
端に固定する金属タイプのアームボール。
クランプを介して「アームボディ」や「Zアダ
プター MV」などが接続可能となる。また、

「Zアダプター MV」の代わりにイノンストロ
ボに取り付ければ、クランプでしっかりと固
定可能なアダプターとして使用できる。

ハウジングのアクセサリーシューにストロボ
やライトを固定させるためのパーツ。「Zジョ
イント」や「シングルライトホルダー・LE」など
と組み合わせてミニマムなライティングシス
テムを構築可能。

Zアダプター MV
イノンストロボに取り付け、クランプを介して

「アームボディ」や「ダイレクトベースⅢ」などに
接続するためのアダプター。樹脂製のアーム
ボール部が適度な固さで滑るため、クランプを
締めたままでも、ストロボの照射方向を微調節で
きる。

シングルライトホルダー・LE
イノンLEシリーズLEDライトを1個、「シュー
ベースⅡ」や「グリップベースD4」などに接
続するためのパーツ。



ストロボやライトをアームによりハウジングにセットする
メリットは理解できた。けれど自分はやっぱりなるべく身
軽にダイビングと水中写真や動画の撮影を楽しみたい
という人は、コンパクトかつミニマムなセットをチョイス
することができます。ハウジングに直接、あるいはアー
ム無しでストロボやライトを取り付けるためのパーツを
選んで、ライトやストロボをセットしてください。クローズ

これらのミニマムなセットでは、常に一定方向からだけ
のライティングになり、表現の幅は限られてしまいます。
また、クローズアップレンズを使用して、最短撮影距
離から小さな生物を撮った時、トップ側だけに光が当た
り、お腹側が暗くなってしまうこともあります。しかし、

Q5
アームは便利。ライトやストロボは有効なのは理解できました。
それでも、かさばったり、カメラの持ち運びが大変になるのは
イヤなのですが・・・？

アップレンズを1枚だけ付けて、ウミウシやカクレエビな
ど小さな生物を撮る場合、内蔵フラッシュはレンズが
邪魔になって光が届きにくくなってしまいます。そこで、
LEDライトを追加するだけで、近距離のマクロ撮影な
ら十分に照らし出せます。少し離れた被写体も撮りた
い場合は、さらに強い光を照射できるストロボを使って
みましょう。

カメラの扱いに不慣れな人には、確実に被写体へ光
を当てることのできる、かえって有効なシステムとも言え
ます。水中写真を始めたばかりの頃は、このミニマムな
セットでスタートし、腕を磨いたらオプションパーツを追加
して、ステップアップしていくのもよいでしょう。

ミニマムなセットがあります。

シューベースⅡ ＋
シングルライトホルダー・LE
とにかくコンパクトで簡単にということで
あれば、LEDライトからスタートするのも
よい。レンズのすぐ前にある被写体なら
十分の光量で、常に明るくピント合わせ
もスムーズ。ライトと内蔵フラッシュを同
時に使うことも可能。

シューベースⅡ ＋
Zジョイント
ハウジングのアクセサリーシューにまず

「シューベースⅡ」をセットし、その上端に
「Zジョイント」を組み合わせたストロボを
取り付ける。ストロボの照射は正面上か
らに限定されるが、もっともコンパクトなス
トロボ1灯セットとなる。

グリップベースD4 ＋
Zジョイント

「グリップベースD4」上端に、「Zジョイ
ント」を組み合わせたストロボを直接取
り付けると、斜め上からの基本的なスト
ロボ照射が可能となる。アクセサリー
シューの無いハウジングは、こちらがミニ
マムな1灯セットとなる。

クローズアップレンズを装着して最短距離か
ら撮影した場合、魚の上部に光が当たり、お
なか側が影になることもある

ハウジングのアクセサリーシュー
にストロボを取り付けて撮影。ミ
ニマムなセットでも外部ストロボ
を使った撮影は発色がキレイ

カメラメーカー純正のコンパクトデジタルカメラ用ハウジングの中には、ア
クセサリーシューを装備している製品があります。ここに「シューベースⅡ」
を取り付ければ、ストロボやライトをお手軽にハウジングにセットできます。
また、キヤノンPowerShot S90/S95/S100用のハウジングには、アク
セサリーシュー付きのマウントベースを取り付けることで、やはりミニマム
なライティングシステムを構築可能です。

「グリップベースD4」の上端に、「Zジョ
イント」でストロボを直接取り付けた場
合、ストロボは上下の首振りはできます
が、左右の首振りはできません。そこで、

「グリップベースD4」の上端に「ダイレ
クトベースYS RT」を組み入れること
で、左右の首振りが加わり、より自由なラ
イティングが可能となります。

アクセサリーシューのあるハウジング ストロボの動きをより自由に

アクセサリーシューを装備しているハウジング アクセサリーシュー付のマウントベース

ダイレクトベースYS RTの増設により、
上下左右にストロボの向きを変えられる
ようになるダイレクトベースYS RT



コンパクトデジタルカメラの操作や、水中での持ち運
びに慣れてきたら、より自由に、よりキレイな写真や動
画が撮れるライティングシステムにステップアップして
みてください。ここではミニマムのシステムとはひと味

ミニマムのシステムでは、ストロボの位置や向きが限定されるため、主役の生物に思わぬ影が
付いたり、画面に映っている周囲全体に光が届かなかったりすることがあります。その生物が
どんな環境に住んでいるかなど、背景もキレイに写しこむには、追加のパーツが必要です。

変幻自在にかたちを変える群れや広大な風景を撮る場合、広い範囲を照らしたり、被写体と
の間に漂う浮遊物を写しこまないために、ストロボをレンズより後ろに下げたりカメラから離すと
いったライティングが求められます。そのためには、長めのアームが必要となります。

ドームレンズユニットやフィッシュアイコンバージョンレンズなど、さらに広角なレンズを使う場合、
ストロボを２灯使用した方がより広い範囲を照らすことができます。長いアームを広げてストロボ
を離し、画面の隅 ま々で光が行き渡るようストロボの向きを調節します。

Q6 さらにキレイに撮る方法はありますか？

違う、よりキレイな写真を撮ることのできる追加オプショ
ンパーツを提案。撮りたいもの別のオプション追加例
を紹介しましょう。

はい、撮りたいものに合わせてパーツを組み合わせていけば可能です。

●小さな生物と背景をキレイに撮りたい。

●群れや風景をキレイに撮りたい。

●超ワイドの写真をキレイに撮りたい。

使用パーツ
グリップベースD4、ダイレクト
ベースⅢ、クランプⅢ、Ｚアダ
プター MV、S-2000ストロボ

使用パーツ
グリップベースD4、ダイレクト
ベースⅢ、クランプⅢx2個、ス
ティクアームS-Tボディ、Zアダ
プター MV、S-2000ストロボ

使用パーツ
グリップベースD4、Dホルダー、ダイレ
クトベースⅢx2個、クランプⅢx4個、
スティックアームM-Tボディx2個、ス
ティックアームフロートSx2個、Zアダプ
ター MVx2個、S-2000ストロボx2灯

クローズアップレンズを装着、
１灯ストロボのセット例
「ダイレクトベースⅢ」と「Zアダプター MV」を「クラ
ンプⅢ」で接続した、短いながらも自由度の高いマ
クロ撮影用セット。レンズのすぐ前にいる被写体
に、的確に光を照射します。また、ストロボの位置
を変えながら撮影すれば、被写体や背景にできる
影を調節できるでしょう。短い「スティックアーム
XS-Tボディ」や「スティックアームSS-Tボディ」を
1本追加すれば、ストロボの自由度が広がります。
さらに、ストロボを左右2灯セットすれば、影の強弱
や、立体感も思いのままに表現できます。

ワイドコンバージョンレンズを装着、
１灯ストロボのセット例
「グリップベースD4」から「スティックアームS-Tボ
ディ」を伸ばして、ストロボを接続。移動時は、アー
ムをカメラ側にたたんでコンパクトに。撮影時は、ワ
イドコンバージョンレンズの広い撮影範囲全体に
光が当たるよう、ストロボは斜め上方にセット。浮遊
物の多い海では、ちょっと長い「スティックアーム
M-Tボディ」で、ストロボをさらにカメラから離すと効
果的です。

ドームレンズユニットを装着、２灯ストロボのセット例
左右にストロボを取り付けるため、「グリップベースD4」に「Dホルダー」を増
設。「スティックアームM-Tボディ」や、最も長い「スティックアームLボディ」
を横に広げ、ストロボはレンズより少し上の高さに。レンズの画角が広いた
め、ストロボの発光部が画像に入らないよう、レンズより少し後ろに引いて
固定します。



コンパクトデジタルカメラのハウジングに、自分の撮
りたいものに合わせてストロボやアームなどのオプ
ションパーツを追加して、理想的なライティングシス
テムを構築。しかし、そのために撮影機材全体が重
くなってしまった・・・。そう感じている人のために
用意しているのが、フロートアームシステムです。軽
くて丈夫なABS樹脂製のフロートアームは、内部が

ほとんどのコンパクトデジタルカメラは、動画撮影機
能を備えています。この機能を使って、たとえば泳
ぐクマノミの動きだとか、ハゼの巣穴を出入りする
共生エビのせわしない動きなど、生物のユニークな

Q7

Q8

水中の重さを軽減したいのですが・・・？

写真も動画も撮りたいのですが・・・？

中空になっていて、従来のアームには無い浮力を確
保しています。基本的には、撮りたいものに合わせ
てアームの長さを決めたら、それに近い長さのフロー
トアームを選びましょう。撮影機材を軽くすることば
かりにとらわれて、必要以上に長い、または太いフ
ロートアームを使ったのでは、思うようにライティング
ができません。

生態を動画撮影してみたいと願う人もいることでしょ
う。写真撮影に加えて、動画を撮るにはライトが必
要ですが、その両方をセットするためのパーツを用意
しています。

フロートアームを適切に活用しましょう。

ストロボとライト両方を付けるパーツがあります。

フロートアームS

フロートアームM

フロートアームML

メガフロートアームS

メガフロートアームM

シューベースⅡを
使ったセット例
ストロボとLEシリーズライトを「ス
トロボライトホルダー・LE」に装
着して、「Zジョイント」「シュー
ベースⅡ」で、ハウジングのアク
ササリーシューに直接接続。

グリップベースD4を使ったセット例
ストロボとLEシリーズライトを「ストロボライトホル
ダー・LE」に装着して、「Zアダプター MV」「クラ
ンプⅢ」「ダイレクトベースⅢ」で、「グリップベース
D4」の上端に接続。写真のセットは、レンズホル
ダーを装着するために、グリップベースD4の先端に

「Dホルダー延長バー」を取り付けている。

コンパクトデジタルカメラの中には、「水中モード」
を搭載した機種があります。ストロボを使わない自
然光撮影や、内蔵フラッシュで撮影する場合には、
水中を色鮮やかに写し出せる便利な機能なのです
が、外付けのストロボやライトを用いると、光の当
たった部分が赤く写ることがあります。このような場
合は、通常のモー
ドで撮影すること
をお勧めします。

フロートアームを導入して、撮影機材セットを中性
浮力（沈みも浮きもしない状態）にしたとします。重
量のあるコンバージョンレンズを水中で外すと、ハ
ウジングは水面に向かって急浮上。それを追いかけ
ると、危険な状態になることもあります。実際の用
途を考えて適切な浮力のフロートアームを選んでく
ださい。

水中モードは使わない!?

急浮上に注意！

水中モードを使用し
て、外部ストロボの
強い光が当たった
部分が赤くなった例

過度に浮力を持
たせるのはキケン

ストロボライトホルダー・LE
LEシリーズライトを１灯、もしくは２灯
をストロボと共にアームに取り付け可
能。アーム類への接続には、「Zジョイ
ント」または「Zアダプター MV」が別
途必要となります。

スティックアームフロートS
特殊発泡硬質スポンジでできてお
り、アルミ合金製アームに装着する
ことで、水中で軽くすることができる



カメラとストロボをがっちりホールド
拡張性に優れた、汎用型アームベース

■ワイヤレス接続対応
Z-330/D-200/S-2000ス
トロボの、ワイヤレス接続に
対応。光ケーブルを使用し
ないお手軽なセットでストロ
ボ撮影をはじめられます。

■前後首振り左右に回転
ベース部分は360 °回転
し、セットしたZジョイントや
ライトホルダーは、上下だけ
でなく左右にも方向を調節
できます。

■安心の固定機構
大型で回しやすいダイヤル
で取り付け取り外しが容
易。フック板と、ゴムシートに
より、がたつきや脱落を防止
しています。

グリップベースD4
￥8,000（税込￥8,640）
新開発のSPS（スライドプレートシステム）を搭載
し、１０0機種を超えるハウジングへ直接装着が
可能（特許取得済み）。ストロボ１灯の基本セッ
トから、複数のストロボやライトを組み合わせた
高度なセットまで、拡張性に優れています。
■重さ：250g（水中重量：約142g）

■ユルまない！ ガタつかない！
前後にスライドするメインプレートと２枚の
サブプレートで、防水ハウジングの脚部を
確実に固定。また、アタッチメントレンズを
装着するためのマウントベースへの取り付
けは、２本のM6ネジで確実に固定。ベー
スの緩みやガタつきとは無縁で、ストレスフ
リーで撮影に集中できます。

シューベースⅡ
￥3,000（税込￥3,240）
アクセサリーシューを搭載した各社防水ハウジ
ングや、イノンマウントベースに取り付けるだ
け。コンパクトでお手軽なセッティングで、外部
ストロボやライトによる撮影が可能となります。
■重さ：45g（水中重量：約20g）

コンパクトデジタルカメラ用ハウジングに、ストロボやライト取り付ける、アー
ム機能を兼ね備えたベースです。イノンストロボを直接固定するだけで、簡単
１灯セットを構成できます。さらに、対応オプションやアームシステム製品を
追加するだけで、撮影スタイルに合わせたカメラシステムを構築できます。

■ワイヤレスでストロボ撮影
グリップベースD4セットに、イノンストロ
ボを直接取り付けるだけで、外部ストロ
ボによる撮影がすぐにスタートできます。
Z-330/D-200/S-2000ストロボの、大
光量、高精度ワイヤレスS-TTL自動調光
を活かし、水中世界をより鮮やかに写し
出せます。

グリップベース D4 セット
￥9,500（税込￥10,260）
（グリップベースD4とZジョイントのセット）

INON ARM SYSTEM

YSアダプターMV
￥900（税込￥972）
イノンZ-22ストロボ、シーアンドシー YSストロボシリーズを取り
付けるためのアダプターです。「シングルライトホルダー・LE」や

「Zジョイント」に接続すれば、LEシリーズLEDライトをクランプ
を介してアームに接続可能となります。樹脂製のアームボール
部が適度な固さで滑るため、クランプを締めたままでも、ストロボ
の角度を微調節できます。
■有効長さ：45.5㎜
■重さ：20g（水中重量：約7g）

クランプⅢ
￥3,400（税込￥3,672）
アームボール（丸い玉）を有した

「アームボディ」や、「ダイレクト
ベースⅢ」、「ZアダプターMV」な
どを連結し、任意の位置で固定
します。材質や形状の絶妙なバランスにより、少ない力で締め
るだけで固定され、少し緩めればスムーズにアームの角度を調
節できます。
■有効長さ：36㎜
■重さ：53g（水中重量：約33g）

ダイレクトベースYS RT
￥1,800（税込￥1,944）
「グリップベースD4」の上端に取り付けて、「Z
ジョイント」を接続します。より自由な角度から
のライティングが可能となります。
■有効長さ：28㎜
■重さ：27g（水中重量：約10g）

D ホルダー延長バー
￥2,100（税込￥2,268）
グリップベースD4のアーム部分を延長
して、「M67レンズホルダー S」「LDレ
ンズホルダー S」または「ADレンズホル
ダー」の取り付けを可能とします。
■重さ：53g（水中重量：約34g）

シングルライトホルダー・LE
￥2,000（税込￥2,160）
｢シューベースⅡ｣や｢グリップベース
D4｣に組み合わせる事で、LEシリー
ズLEDライトを１個取り付け可能と
なります｡
■重さ：56g（水中重量：約31g）

Z ジョイント
￥1,500（税込￥1,620）
「グリップベースD4」や「シューベースⅡ」
の上端に組み合わせる事で、外部スト
ロボを直接取り付け可能とします。「グ
リップベースD4セット」には含まれてい
ます。
■有効長さ：26㎜
■重さ：45.5g（水中重量：約23g）

D ホルダー
￥4,000（税込￥4,320）
「グリップベースD4」にホルダー部を増設す
ることで、ストロボやライトを左右に取り付け
る多灯システムを構築できます。
■重さ：150g（水中重量：約77g）

ZアダプターMV
￥1,800（税込￥1,944）
イノンZ-330/D-200/S-2000ストロボを
クランプを介してアームボディや「ダイレクト
ベースⅢ」などに接続するためのアダプター
です。樹脂製のアームボール部が適度な固
さで滑るため、クランプを締めたままでも、スト
ロボの角度を微調節できます。
■有効長さ：58㎜
■重さ：35g（水中重量：約16g）

どこまでもシステムアップ可能な追加アクセサリー
イノンのベースシステムには、豊富なオプション類が対応。アームを伸ばしたり、ストロボや
ライトを増やしたり、ベーシックな仕様からハイエンドまで簡単にステップアップできます。

ダイレクトベースⅢ
￥1,800（税込￥1,944）
アルミ合金製のアームボール部を持つベー
スアダプターです。「グリップベースD4」の上
端に取り付けて、「アームボディ」や「Zアダプ
ター MV」などを接続します。また、イノンスト
ロボに取り付ければ、クランプでしっかりと固
定可能なアダプターとして使用できます。
■有効長さ：32㎜
■重さ：35g（水中重量：約23g）



高精度アルミ合金削り出し、
ピタリと止まる軽量ストロボアーム

イノンのアームシリーズは、軽量アルミ合金の削り出しに
よって加工され、高精度、高強度、軽量化を実現してい
ます。削り出し加工は型抜きや流し込みと違って、その精
度は100分の1㎜単位。アームボールとクランプのボール
受けがピッタリ隙間なく収まります。また、アームボールの
直径は約24mm。さらにＯリングを装着しているので固定
する力は強力になり、逆にクランプを緩めてアーム角度を
変えるときはスムーズな動きを確保しています。

スティックアームXS-Tボディ
￥2,000（税込￥2,160）
■有効長さ：75mm　■重さ：41g（水中重量：25g）

スティックアームSS-Tボディ
￥2,700（税込￥2,916）
■有効長さ：120mm　■重さ：51g（水中重量：31g）

スティックアームS-Tボディ
￥3,200（税込￥3,456）
■有効長さ：150mm　■重さ：57g（水中重量：34g）

スティックアームM-Tボディ
￥3,700（税込￥3,996）
■有効長さ：200mm　■重さ：71g（水中重量：43g）

スティックアームLボディ
￥4,200（税込￥4,536）
■有効長さ：320mm　■重さ：101g（水中重量：63g）

スティックアームフロートS
￥2,800（税込￥3,024）
アルミ合金製アームにスティックアームフロートSを装着するこ
とで、持ちやすく、水中で軽くすることができます。特殊発泡硬
質スポンジでできており、グリップ感がよく、水中で約84gの浮
力を得ることが可能です。
■水中浮力：約84g
■�重さ：82g（1セット）
■�対応アーム：
スティックアームS-T/M-T/L（Lのみ2個取り付け可能）
マルチボールアームML/L/LL/XL（LLとXLのみ2個取り付け可
能）

フロートアームS
￥5,500（税込￥5,940）
■水中浮力：75g　■有効長さ：150㎜　■外径：52㎜　■重さ（陸上）：142g

フロートアームM
￥6,500（税込￥7,020）
■水中浮力：135g　■有効長さ：200㎜　■外径：52㎜　■重さ（陸上）：181g

フロートアームML
￥6,500（税込￥7,020）
■水中浮力：210g　■有効長さ：260㎜　■外径：52㎜　■重さ（陸上）：235g

メガフロートアームS
￥6,000（税込￥6,480）
■水中浮力：390g　■有効長さ：150㎜　■外径：97㎜　■重さ（陸上）：219g

メガフロートアームM
￥6,800（税込￥7,344）
■水中浮力：650g　■有効長さ：200㎜　■外径：97㎜　■重さ（陸上）：295g

INON ARM SYSTEM

掲載されているアクセサリー以外にも、対応可能なアクセサリーがあります。詳しくはホームページをご覧ください。

有限会社イノン  〒247-0061  神奈川県鎌倉市台2-18-9  TEL 0467-48-2174  FAX 0467-48-2178  
http://www.inon.co.jp 2018.07

フロートアームを構成するアームボ
ディ本体に、水中重量軽減に有利
な、比重の軽い耐候性ABS素材を
採用。そしてアームの内部を完全に
中空化することで、従来のアームと
比べて桁違いの浮力を確保すること
に成功しました。今までは水中重量
を増加させるばかりであったアーム
部分に浮力をもたせることで、カメラ
システム全体の水中重量を効率よく
軽減することができます。

M6ジョイント
￥1,700（税込￥1,836）
スティックアームボディやマルチボール
アームボディに、「ダイレクトベースⅢ」を取
り付けるためのオプションです。アーム中
間部に、ストロボやLEDライトを増設できるようになります。
■�重さ：24g（水中重量：15g）
■�対応アーム：
スティックアームXS-T/SS-T/S-T/M-T/L
マルチボールアームS/ML/L/LL/XL

M5ジョイント
￥700（税込￥756）
スティックアームボディやマルチボール
アームボディに、各種レンズホルダーを
取り付けるためのオプションです。「シューベーススペーサー」を
組み合わせて、「シューベースⅡ」を取り付けることも可能です。
■�重さ：14g（水中重量：8g）
■�対応アーム：
スティックアームXS-T/SS-T/S-T/M-T/L（XS-Tのみレンズホル
ダーの取り付け不可）
マルチボールアームS/ML/L/LL/XL（Sのみレンズホルダーの取
り付け不可）


